
 

 

 

 

 

 

 

事前 

ケース会議は、定期的に行う場合と臨時で行う場合があります。

特別支援教育コーディネーターが中心となり、関係者の招集や日程

調整を行います。ケース会議の前に、担任や関わりのある教員など

が、あらかじめ子供の実態を多方面から十分に把握し、課題となる

言動やその背景の分析、考えられる具体的な支援方針をイメージし

ておくとスムーズです。 

ケース会議の進行表 （例）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さて、ここまでケース会議の必要性や主な流れについて述べまし

た。様々な書籍や特別支援教育に関するホームページなどにも、活

用できる資料やワークシートがたくさん紹介されています。 

しかし、ケース会議が十分に活用できていない背景として「事前

の準備が大変」「長時間を要したものの、支援目標や手立てが具体

的に決まらなかった」などの経験があるからかもしれません。 

 

熊本県立球磨支援学校 
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ケース会議とは 
「子供の支援について相談したいけど、誰に言えばいいのか分からな

い」「ケース会議は開かれたけれど、情報交換で終わってしまい、今後の具

体的な支援の在り方について検討できなかった」「ケース会議の必要性は

感じているけど、計画的な実施ができていない」等々。よりよい支援を考えて

いきたいと思っていても、担任一人で抱え込んでおられることや、周囲との

連携が不十分な現状があるかもしれません。 

 

「ケース会議」という言葉を聞かれたことがあるかと思います。文部科学

省「生徒指導提要」によると、『解決すべき問題や課題のある事例（事象）

を個別に深く検討することによって、その状況の理解を深め対応策を考える

方法』とあります。 

つまり「ケース会議」とは、支援を必要としている子供が安心して学校生

活、日常生活を送ることができるよう、子供に関わる関係者がチームになっ

て行う作戦会議のようなものと言えます。担任一人では対応することが難し

いことも、チームで考え役割分担することで、支援の幅や可能性が広がりま

す。子供や保護者の願いや思いを受け、それらに対する具体的な取組を決

定し、実行していくことが「ケース会議」の目的です。  

 

ケース会議が充実することで、子供の見方が変わったり、今後に向けて

取り組んでいきたい指導・支援の方法が見つかったりするかもしれません。

ぜひ、積極的に実施していただきたいと思います。 

 

ケース会議の流れ 
 

① 情報の共有 

② 課題の明確化 

③ 支援の検討 

④ 支援の決定 

⑤ 役割分担の明確化 

⑥ 今後の方向性の確認    

このような流れで、子供の理解

を深め、目標や役割を明確にし

ていきましょう 



 

 

「ブリーフミーティング」という言葉をご存じでしょうか。リソース（資源）を

生かし、今日のゴールに向けて、３０分でアプローチしていく会議のことです。

現在、このような効率よく効果的な会議方法が、企業や学校で広がっている

そうです。 

 

 

 

 

 

 

ここでいう「解決志向」の解決とは？ 

 

○「なぜうまくいかないか」→「どうしたらうまくいくか」への考え方の転換  

○「どうしたらうまくいくか」を考える前に「うまくいっている状態では、どのよ   

うなことが起きているか」について想像してみる 

 

 

 

ブリーフミーティングの進行表 （例）                    時間設定３０分間 

     

 

 

 

 

 

毎日お忙しいとは思いますが、子供理解につなげる一歩として、まずは３０分間や

ってみられてはいかがでしょうか。あまり身構えすぎず、できる範囲、集まることがで

きるメンバーからで構いません。回を重ねていくうちにコツをつかみ、先生方のチー

ム力で解決に向けた具体的な対応や、その子に合った支援方法を考えることがで

きるようになると思います。 

ケース会議や支援会議の進め方について、質問や困ったことなどありましたら、

電話、FAX でお気軽にお問い合わせください。 

 

 

 

 
〈お問い合わせ先〉 

熊本県立球磨支援学校 
教頭： 井村 
特別支援教育コーディネーター： 柴田 

TEL： ０９６６-４２-３７９２ 
FAX： ０９６６-４２-６９３８ 

E-mail:kuma-s@pref.kumamoto.lg.jp 

HP アドレス：http://sh.higo.ed.jp/kuma-s/ 

球磨支援学校の HP 
QR コード 

解決指向型の会議 『ブリーフミーティング』 

 

《従来の会議とブリーフミーティングとの違い》 

① ルールの確認                         

② 事例報告（５分）                 一番気になることから話す 

③ リソース探しのための質問（１０分）具体的な行動レベルでイメージ 

④ 今日のゴールの設定            ゴールはスモールステップで 

⑤ 解決のための対応策           全員が当事者として積極的に発言 

⑥ 決定                       具体的な手立てを５Ｗ１Ｈで決める 

⑦ 記録（ホワイトボードを撮影） 

具体的な行動レベル（ゴールイメージ） 

① スモールステップであること 

② 行動が見えるゴール設定 

③ 実現可能で、継続的に取り組める支援方法 

原因追究に 

終始しすぎ

ず、具体的な 

アイデアを♪ 

「問題解決」ではなく「新しく何かが構築されること」 

 

 

【参考資料】 

・楽しい学級・学校づくりのために リーフレット「ラポール」第７号 （令和２年２月） 

・ケース会議マニュアル 発達教育センター（平成２５年３月） 

https://sh.higo.ed.jp/kuma-s/

